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ＳＤＧｓとは
●Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称で、国連の全会一致で
採択された2030年までに達成すべき１７の目標と１６９のターゲットで構成されます。
●誰一人取り残さないという理念のもと、政府や企業、市民などすべての人が関わり、
気候変動や経済成長、人権や働きがいなど、幅広く社会課題の解決を目指しています。

・月1回の安全衛生委員会、年1回の安全衛生大会(全社員出席)開催
・ベトナム人の正社員雇用、実習生の相談窓口設置、技能実習生への

人権・働きがい 地域・社会貢献
お客様へお届けする「いすゞの安心」は、社員が安心して
働ける職場から。社員が安全で健康に働ける環境づくり
に取り組み、お客様に更に安心して頂けるサービスが提供
出来るよう、今後も努力してまいります。

地元人材の積極採用、地域貢献活動を通じて、持続可
能な地域社会の実現に貢献します。

・地元消防署と連携した自衛消防訓練・資格取得補助制度による人材育成の強化
・勤怠管理システム(ICカード）による労働時間把握
・年次有給休暇の取得状況確認

社宅の提供

・地元の学校のクラブ活動への協賛

富山いすゞ自動車株式会社
ＳＤＧｓ宣言

当社は国連が提唱する『持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）』に賛同し、
事業活動を通じて持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

EVトラックの普及に貢献するとともに、環境マネジメント
システムに則り、廃棄物の適正処理や削減、省エネ・
CO2排出量削減に取り組み、事業活動による環境負荷
の軽減に努めます。

での市場品質報告 ・リビルト品の使用
・コンプライアンス社内/社外相談窓口設置 ・エネルギー使用量の把握

お客様のニーズに合った最適な車両を提案し、その車両
が稼働し続け物流を止めないこと－すなわち「運ぶ」を支
えることが私たちの使命です。
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富山いすゞ自動車株式会社
代表取締役 池田 治郎

　当社の取組み

商品・サービス 環境

・メーカーからの5Sと環境評価・改善要請への対応(年1回)

・定期的な会議(安全衛生委員会、技術連絡会議、工場長会議等)

・感染症対策用品の備蓄

・LED照明導入、太陽光パネルの設置

・文書電子化（ペーパーレス）
・EVトラックの普及

・機密情報管理に関する規定策定


